














































































































































































































































































   （ロ）「可能・希望・好悪・巧拙などの対象を表わす」の例 































































男性Ａ：エサはエビしか持ってきていないのか。   


























































 ⓑ 先生と友だちだった 
 
㋑（お見舞いに来てくれたのは）先生と友だちだった 
㋺（中学校の時、）先生と友だちだった 
 
これは、近くの果物屋に「宮崎マンゴーは太陽とお友達」と書いてあったのにヒントを得て考
えたものである。これも議論が広がりそうな文である。「友だち」という言葉には「友だちで
あること」という抽象的な意味もあることが分かる。これは形容動詞の語幹が持つ性質に似通
っている。これを考えるだけでも、学生はこれまでとは違った目で口語文法の一面を理解する
ようになるのではないか。 
 
ⓒ 山田さんは田中さんが東京にいた時に世話をした人です 
 
 ㋑東京で田中さんの世話をしたのは山田さんである 
 ㋺東京で田中さんは山田さんの世話をした 
 
これは、朝日新聞（２０１４年８月２７日付）にあった文章を書き換えて作ったものである。
元の文章は「正秀は芭蕉が近江に滞在した時に世話をした門人の一人。」というものであるが、
「芭蕉は旅先で各地の門人等の世話になって旅をつづけた」という予備知識がなければこの文
章は分かりにくいかも知れない。この新聞の文章を書き改めてⓒのようにした。 
 
ⓓ このクラスには、太郎が好きな女の子はいない 
 
これは「太郎が好きな花子」（佐竹秀雄「サタケさんの日本語教室」（平成一二年発行 角川
文庫 二〇八頁）という文を少し変えたものである。構造はあの課題文と同じであるが、少し
変えただけでまた違った発見ができるかもしれない。 
 
（８）終わりに 
 谷崎潤一郎は「文章読本」の中で森鷗外（鷗外譯「即興詩人」の一部）の文章を論じて「隅
から隅まで、はっきり行き届いていて、一点曖昧なところがなく、文字の使い方も正確なら、
文法にも誤りがない」（中公文庫版７２ページ）と評している。この様に評価される鷗外の文
章を手本にして日本語を学びたいと思う人も多いのではないか。永井荷風のように、鷗外を直
接の師と仰ぐ人は言うまでもないが、その他にも鷗外の日本語を手本にしたいと考える人は少
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なくないようだ。例えば、堀辰雄である。「（鷗外は）自分の頭の中に入ってしまっている」と
云い、「かなづかいなどは、ずいぶん鷗外の真似をしている」（中央公論社 日本の文学「堀辰
雄」月報）と堀多恵子が遠藤周作との対談で明かしている。 
鷗外が言葉を愛していたことはよく知られている。「仮名遣意見」という有名な演説で、鷗
外は「我仮名遣というものは、Sanskrit に較べてもそんなに劣って居らぬような立派なもので
あって、自分には貴重品のように信ぜられます」といっている。鷗外の国語を愛する熱い心が
読む者の胸に迫る言葉である。また、山田孝雄「森林太郎博士の苦心の事」という文章（「仮
名遣いの歴史」昭和４年寶文館発行 １５１頁以下）は死期の近い鷗外が国語の将来を憂い、
山田孝雄に後事を託する旨の伝言をしたという逸話を伝えている。これもまた鷗外の国語を愛
する情熱が伝わってくる話である。 
岩波版第三次鷗外全集第三十六巻書簡集には小島政二郎宛の書簡が二通収められている。一
般に言葉の習得には、細々とした注意が要求されるものだ。先の小島政二郎宛ての鷗外書簡二
通は仮名遣いに関する内容だが、それを読むと鷗外という人がどれほど言葉を大切にしていた
かどれほど細心であったかということが実際の例を通して理解できる。あのような細かい注意
を重ねることなくして、鷗外のような文章は実現しなかったのだろう。鷗外のような文豪と
我々とを同列に置くような書き方をすると笑う人があるだろうが、この様な鷗外の姿は私たち
を励ます。やはり日本語に対する不断の注意がなければ、本稿が目的とする正確で明確な文章
を書く力も身に付かないのだろう。この他、言葉に関する逸話には事欠かぬ鷗外だが、あの変
わらぬ情熱をもって言葉に向かう鷗外の姿勢は、言語だけではなく、大凡物を学ぶ者の模範と
すべき態度ではないか、とも思う。 
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